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 事務所通信 
 

 

ニュースから考える  

 

日本中が注目するなか、経営困難に陥っている

シャープは２月２

５日、台湾の鴻海

（ホンハイ）精密工

業の傘下入りを決

断しました。政府系の産業革新機構の支援案より、

世界各国に販路を持つ鴻海傘下の方がより再建

できると判断したようで、支援総額は６５００億

円程です。 

鴻海は「シャープ」ブランドを存続させ雇用や

事業については原則として維持、米アップルなど

の顧客を抱える販路を活用しシャープの強みで

ある液晶パネルなどの業績回復に期待がかかり

ます・・とのニュースが流れましたが・・一転、

将来に不安を与える債務が基本合意の直前に鴻

海側に伝えられたため契約延期（2/29現在）が

なされています。 

一方、産業革新機構の志賀会長は記者団に シ

ャープの決定により「案件はクローズする」と撤

退表明を行い、いよいよ持ち駒が一つしかなくな

りました。不安が的中しない事を願います。 

 

1分でわかる業務カイゼン 

 

「けんかをやめて～！」 

 

「100年企業」であるシャープの今後が注目

されますが、数年、数十年しか経過していない

中小企業は日々経営危機と戦っています。たと

えば販売不振、資材高騰、人材・資金の不足等々、

不安材料には事欠きません。 

このように、同族会社にとっての経営課題は

無数にありますが、同族役員間の不仲や協調不

足、意地の張り合いを起因に存続の危機へと発

展するといったケースがあります。 

江戸時代から

「お家騒動」は歌

舞伎や狂言の定番

となるくらい古く

から起こっている

組織の危機です。 

また、お家騒動

は会社の大小に関係無く起こるようで私たち

の耳に入って来たニュースとしては「一澤帆布 

- 信三郎帆布」の相続争い、「ほっともっと - 

ほっかほっか亭」の分裂、最近では「大塚家具」、

「ロッテ」などの内紛もあります。分裂まで行

くケース、訴訟合戦と様々な形態がありますが、

いずれにしても企業イメージが毀損されるの

は間違いありません。 

 

「社員や取引先は誰を信用している？」 

 

「一澤帆布」のケースでは複数の遺言状が存

在し、自分が後継者に指名されたとの訴訟が一

時的に認められ京大卒の元銀行員である長男

（一切会社に関わっていない）が経営権を握っ

たものの、三男（業績拡大に尽力）を職人が信

頼し全員退社する一方、鞄生地の納入業者であ

る朝日加工は長男との取引を拒否、ランドセル

を購入していた同志社小学校は三男が設立し

た会社から購入すると表明しました。 

争いの発端となった遺言状の真偽や裁判の

経過はさておいて「社員・仕入先・販売先」の
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信頼を勝ち取った時点で長男は敗退、三男の勝

利が確定しています。 

 

「どうしたら信頼を得られるか！」 

 

 お家騒動の一因に、ある影響力のある人物の

「自分が自分がという心」を発端に火種が広が

る場合があります。 

一方、ある知り合いの経営者は思い通りいか

ない現状を「自分への試練だと考え会社の円満

の為に自分が我慢する」と話していました。年

長者は若い人の考えを暖かく見守り、若い人は

年配者の経験を尊重する。そういう積み重ねが

信頼を生み出すのかも知れません。 

先ほど紹介したいくつかの企業のように自

我を貫き通して会社の存続を脅かすのは愚の

骨頂です。経営トップは他者から叱られること

が少ないので落とし穴に注意です。 

毎晩寝る前に鏡で自分の顔を見て今日の出

来事を反省するという著名な経営者がいます。

その方は一代で年間数兆円の企業を作り上げ

た経営の神様ですが凡人の私たちには一週間

に一度・・ひと月に一度ぐらいは自分の発言や

行動を反省して見たいものです。 

 

 

会社の健康診断として経営分析を行っていますので担当者にお尋ね下さい。また、

お知り合いの経営者でお悩みの方がおられましたらお気軽にご相談ください。 

 

今月の経営数値 ： 支払利息（年間どのくらい金利負担がありますか？） 

 

今月のことば 

 

自己の向上を心がけている者は、喧嘩などする暇がないはずだ。 

おまけに、喧嘩の結果、不機嫌になったり自制心を失ったりすることを思

えば、いよいよ喧嘩はできなくなる。 

 
エイブラハム・リンカーン（米国の第16代大統領） 

編集後記： 

 

「息子（娘）のくせにとか」、「親父（おふくろ）は分っていないとか」いつも家族経営者の間で喧嘩をする会社

がありました。また、経営者や上司が社員さんを奴隷や私物のように叱りつける会社もありました。幸いにも現

在そのようなお客様はいませんが昔担当してそのような会社の噂が耳に入ることがあります。残念ながら会社

がなくなったり存続の危機を迎えているケースがあります。経営者は勿論、社員を含めた一人ひとの日々の

行動の積み重ねが良い会社を作り上げて行くのだと実感しています。（寿） 

 

当事務所のお客様の最近の黒字決算割合（ＴＫＣが証明するデータを使用しています） 

最近1年間：75.0％ 黒字決算を目指しましょう！ 
 

事務所からのお知らせ 


